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以上、構成員７名うち１名欠席



４．議 事

(1) 報告事項 1-1 地質想定断面について

○今回の追加調査により大阪層群の標準層序と同様の地層層序、構成時代と矛盾のない結果

となったため、地質想定断面は妥当である。

○地下区間 6k514m(ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ H25Bor-2)付近の dt層（資料：1-1 頁）について、dt 層の深さ、

土質の性質(P 波速度、地下水位)を確認すること。

○大阪層群北側に海成粘土層（資料：1-1 頁）があるが、海成粘土は、鋭敏比が高いことが

多いため、施工時にできるだけ乱さないよう留意すること。

(2) 報告事項 1-2 新箕面駅基礎杭の支持形式について

○新箕面駅付近の基礎杭（資料：1-3～1-4 頁）については、経済性に優れ、施工時におけ

る支持層深さの変更による杭長変更などの危険性がない摩擦杭の採用が妥当である。

○場所打ち杭（オールケーシング工法）の経済性検討時の積算と施工方法が合致しているこ

とを確認の上、設計を進めること。

(3) 報告事項 1-3 断層対策について

○小野原断層部の開削区間（資料：1-5 頁）については、提案の考え方は妥当である。

○野畑断層部の高架部（資料：1-6 頁）については、3径間連続 PC桁は妥当である。

(4) 報告事項 1-4 耐震設計（地震動観測、深層反射法、微動アレイ、詳細地震動作成）

について

○耐震設計（資料：1-7 頁）については資料の流れに沿うとともに、澤田先生の意見をいた

だきながら検討を進めること。

(5) 検討事項 2-1 高架区間（千里川～新箕面駅）の基礎杭の支持形式について

○摩擦杭であっても（資料：2-1-1 頁）、一つの構造物内で杭先端の土質条件をそろえ、全体

的にバランスがとれるようにすることが望ましい。なお、P14 橋脚と Rc15 高架橋間など、

基礎形式が異なる構造物間の沈下量の差に留意して、設計、施行、保守の観点から検討す

ること。

(6) 検討事項 2-2 開削トンネル区間の土留め方法について

○神戸層群の開削土留め区間（資料：2-2-1～2-2-3 頁）については、透水係数が非常に小さ

いことなどから、親杭横矢板工法は妥当である。

○杭の根入れ長さ（資料：2-2-5 頁）について、左右非対称となっている箇所は、同じ長さ

であるべきである。

○新船場北橋の仮受け方法について検討すること。

○開削工法区間北側の土留めを本体構造物の設計に活用できないか検討すること。

(7) 検討事項 2-3 シールドトンネル区間の想定される課題について

○シールド工法（資料：2-3-1 頁）については、泥土圧式シールド工法は妥当である。

○ビット構造の選定（資料：2-3-3 頁）にあたっては、同様な土層を掘進した実績の情報を



収集し、施工時の参考とすれば良い。

○既設躯体へのシールド到達方法（資料：2-3-3 頁）については、施工時に到達部の埋め戻

し土の土質性状を確認の上、補助工法の工法選定の深度化を行うこと。

○既設構造物施工時の矢板等の存置について、施工時に十分留意すること。

以 上


